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山根　美智子　山本　勝則
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獨協医科大学看護学部

Ｄｏｋｋｙｏ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｓｃｈｏｏｌ ｏｆ Ｎｕｒｓｉｎｇ

要　旨　本研究の目的は，１９９８年から２００７年の間に発表された，精神科看護継続教育に焦点を当て

た研究を分析することにより，精神科看護継続教育研究の動向を明らかにし，精神科看護継続教育の

発展に必要な研究内容や今後の研究遂行上の課題を検討することである．４７の文献を分析した結果，

研究の出版年は最近５年間に集中していた．研究対象は，全国の看護師を対象としたもの１，県内の

看護師を対象としたもの８，一病院の看護師を対象としたもの１５，一病棟の看護師を対象としたもの

１０，認定看護師・専門看護師を対象としたもの２，事例８，その他３であった．論文の中で「取上げ

られている問題」を抽出し分析した結果【ニーズに合わない教育プログラム】【専門性の高い教育プ

ログラムの不足】【中堅看護師の研修の不足】【継続性のない教育プログラム】【研修参加の障害】

の５つのカテゴリーが明らかになった．改善のための「方法の提案」を抽出し分析した結果【個人の

ニーズを尊重した研修の企画】【専門性を高める教育プログラムの企画】【学ぶことを支援する体

制】【現場で活かせる研修内容】【継続的な研修の企画】【中堅看護師の教育体制の充実】【新人教

育の体系化】【地域教育ネットワークの充実】【看護基礎教育と継続教育とのつながりの明確化】の

９つのカテゴリーが明らかになった．分析結果から個人のニーズを尊重し，個別性に対応した中堅看

護師の継続教育とその支援が求められていた．対象とした研究には精神科継続教育のシステム開発に

向けた研究はなかった．精神科看護継続教育のシステム開発に向け，精神科看護師の学習ニード，学

習継続の要因についての研究が必要であることが示唆された．
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　現代医療は，技術の高度化や在院日数の短縮

化などが急激に進展し，看護師は専門知識・技

術の向上を絶え間なく要求されている．した

がって，看護師の継続教育は医療の質を担保す

る意味でも，看護師の職業生活を守る意味でも

重要な課題である．それは，精神科看護師に

とっても例外ではない．さらに精神科医療では，

法や社会からの影響という面で独自の問題も加

わる．こうした状況にある精神科看護師の継続

教育をどのように行うかということは，まだ暗

中模索の感がある．そこで，これまでの取り組

みについて，文献を用いた検討を行い，今後の

研究実践上の課題を見出すこととする．

　２００４年厚生労働省の提示した「新人看護職員

研修の標準的な到達目標と指導指針」を受けて，

日本精神科看護技術協会では，２００７年「精神科

における新卒新人看護職員に対する看護技術

チェックリストおよび院内教育研修プログラ

ム」１）を作成した．しかし，このプログラムは

必ずしも精神科臨床で必要とされる継続教育に

そったものとはいえない点がある．第１点は厚

生労働省の提示した「新人看護職員研修の標準

的な到達目標と指導指針」のレベルをスタン

ダードとしている点である．精神科領域では他

領域で日常行われる看護技術を修得する機会が

少なくスタンダードのレベルに到達が困難であ

る．また精神科看護領域特有の看護技術や必要

な知識を加えているため，新人の修得する看護

技術項目は多くなっている．第２点は新人教育

とそれを支援するプリセプターや管理者を中心

にしたプログラムであることである．精神病院

では新卒だけでなく他科を経験して入職してく

る人や中途採用者も多く，４月に入職する新人

が少なく集合教育が困難な状況もあり，新人だ

けでなく中堅看護師も含めた院内教育プログラ

ムとして考える必要がある．第３点はプログラ

ムの流れは大規模の病院を想定している点であ

る．このプログラムを用いて小規模の病院で院

内の担当者による集合教育を実施していくこと

は困難に思われる．そこで，安全な医療を提供

し，なおかつ看護師が魅力をもちながら働ける

ためには，新人だけでなく中堅および経験が長

い看護師の研修が必要であり，中堅看護師のレ

ベルアップが新人教育につながるような，精神

科臨床の実態に合った継続教育システムが必要

である．

　また，精神科の施設および研修には，次のよ

うな特徴があることが明らかにされている．そ

れは，新たに雇用する職員の背景（年齢，経験

ｏｆ ｃｏｎｔｉｎｕｉｔｙ ｉｎ ｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌ ｐｒｏｇｒａｍｓ"， ａｎｄ "ｉｍｐｅｄｉｍｅｎｔｓ ｔｏ ｐａｒｔｉｃｉｐａｔｉｏｎ ｉｎ ｔｒａｉｎｉｎｇ"． Ａｎａｌｙｓｉｓ 

ｏｆ ｐｒｏｐｏｓｅｄ ｍｅｔｈｏｄｓ ｒｅｖｅａｌｅｄ ｔｈｅ ｆｏｌｌｏｗｉｎｇ ｎｉｎｅ ｃａｔｅｇｏｒｉｅｓ： "ｐｌａｎｓ ｆｏｒ ｔｒａｉｎｉｎｇ ｔｈａｔ  ｏｎｓｉｄｅｒｓ 

ｉｎｄｉｖｉｄｕａｌ ｎｅｅｄｓ"， "ｐｌａｎｓ ｆｏｒ ｅｄｕｃａｔｉｏｎａｌ ｐｒｏｇｒａｍｓ ａｉｍｅｄ ａｔ ｅｎｈａｎｃｉｎｇ ｅｘｐｅｒｔｉｓｅ"， "ｓｙｓｔｅｍｓ ｆｏｒ 

ｓｕｐｐｏｒｔｉｎｇ ｌｅａｒｎｉｎｇ"， "ｔｒａｉｎｉｎｇ ｃｏｎｔｅｎｔｓ ｔｈａｔ ｃａｎ ｂｅ ａｐｐｌｉｅｄ ｉｎ ｗｏｒｋ ｓｅｔｔｉｎｇｓ"， "ｐｌａｎｓ ｆｏｒ 

ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ ｔｒａｉｎｉｎｇ"， "ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ｏｆ ｅｄｕｃａｔｉｏｎ ｓｙｓｔｅｍｓ ｆｏｒ ｍｉｄ-ｌｅｖｅｌ ｎｕｒｓｅｓ"， "ｓｙｓｔｅｍａｔｉｚａｔｉｏｎ 

ｏｆ ｅｄｕｃａｔｉｏｎ ｆｏｒ ｎｅｗ ｎｕｒｓｅｓ"， "ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ｏｆ ｒｅｇｉｏｎａｌ ｅｄｕｃａｔｉｏｎ ｎｅｔｗｏｒｋｓ"， ａｎｄ "ｃｌａｒｉｆｉｃａｔｉｏｎ ｏｆ 

ｔｈｅ ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ ｂｅｔｗｅｅｎ ｂａｓｉｃ ｎｕｒｓｉｎｇ ｅｄｕｃａｔｉｏｎ ａｎｄ ｃｏｎｔｉｎｕｉｎｇ ｅｄｕｃａｔｉｏｎ"．  Ｎｏ ｓｔｕｄｉｅｓ ｆｏｃｕｓｅｄ ｏｎ 

ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ｏｆ ａ ｓｙｓｔｅｍ ｆｏｒ ｃｏｎｔｉｎｕｉｎｇ ｅｄｕｃａｔｉｏｎ ｉｎ ｐｓｙｃｈｉａｔｒｉｃ ｎｕｒｓｉｎｇ． Ｔｈｅｓｅ ｆｉｎｄｉｎｇｓ ｓｕｇｇｅｓｔ 

ｔｈａｔ ｍｏｒｅ ｒｅｓｅａｒｃｈ ｉｓ ｎｅｅｄｅｄ ｔｏ ｄｅｔｅｒｍｉｎｅ ｔｈｅ ｌｅａｒｎｉｎｇ ｎｅｅｄｓ ａｎｄ ｆａｃｔｏｒｓ ａｍｏｎｇ ｐｓｙｃｈｉａｔｒｉｃ ｎｕｒｓｅｓ 

ｉｎ ｏｒｄｅｒ ｔｏ ｄｅｖｅｌｏｐ ｔｈｅ ｓｙｓｔｅｍ ｆｏｒ ｃｏｎｔｉｎｕｉｎｇ ｅｄｕｃａｔｉｏｎ ｉｎ ｐｓｙｃｈｉａｔｒｉｃ ｎｕｒｓｉｎｇ．
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年数，経験内容，採用時期，雇用形態等）が多

様で中途採用者が多い，年齢が高いと研修の参

加率が低い，定期採用者には研修が実施しやす

いが中途採用者には困難である，公立の病院に

比べ医療法人では研修参加率が低い，研修の内

容は接遇・態度に重点が置かれ，対人関係能力・

倫理観・看護技術は半数以下である２）．また，ほ

とんどが講義形式で院内のスタッフにより実施

されている３）などである．精神科病院は一般病

院に比べて，平均年齢が７歳高く，４０代が最も

多く，一般病院では２０代が最も多い４）．また，

精神科看護者は転職経験の割合，回数共に一般

病院よりも高い傾向にある４）．新卒ではなく，

年齢の高いものへの教育であることに注目する

と，画一的で一定の技能を身につけさせるとい

う方向よりも，学習者自身の個性やニードに即

した教育プログラムが望ましいと考えられる．

三浦らが開発した看護職者の学習ニードアセス

メントツール５）も参考に，精神科の特殊性のあ

る状況での精神科看護師の学習ニードを把握す

ることが必要である．また，Ｐａｔｒｉｃｉａ  Ｇｏｒｚｋａ６）

は，継続教育の提供者は，学習者と患者への看

護の両側から継続教育の成果と効果についても

研究する必要があると述べており，患者も含め

た継続教育の評価についても検討する必要があ

る．

　以上のことから，精神科看護継続教育の研究

状況を把握し，精神科における継続教育プログ

ラムとして求められているもの，そしてそれを

支援する研修システムのあり方を把握し，今後

の研究課題を明確にすることが精神科看護にお

ける継続教育研修システム開発に向けて意義が

あると考える．
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　文献にみられる精神科看護継続教育に関する

看護研究の現状を把握し，そこで明らかにされ

ていること，包含される問題や課題から，それ

らを改善する継続教育システム開発の示唆を得

ることを目的とする．
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本論文では，看護継続教育，看護職者キャリ

ア開発，継続教育プログラム，継続教育システ

ムを次のように定義する．

１．看護継続教育

１）定義

看護継続教育とは，看護基礎教育の上に積み

上げられる学習経験であり，体系的に計画され

た学習や個々人が自律的に積み重ねる学習，研

究活動を通じた学習など様々な形態をとるもの

である．

２）根拠と説明

日本看護協会の「継続教育の基準」７）の定義

を用いた．以前卒後教育と現任教育については

現職にあるかないかの違いで分けられていたが，

現職にあるかないかの違いは大きな意味を持た

なくなったため，基準では卒後教育，現任教育

という概念は用いていない．そのため本論文で

は「継続教育」を用いる．

２．看護職者のキャリア開発

１）定義

看護職者のキャリア開発とは，個々の看護職

者が社会のニーズや各個々人の能力及び生活

（ライフサイクル）に応じてキャリアをデザイン

し，自己の責任でその目標達成に必要な能力の

向上に取り組むこと．

２）根拠と説明

日本看護協会の「継続教育の基準」７）の定義

を用いた．さらに，一定の組織の中でキャリア

を発達させようとする場合は，その組織の目標

を踏まえたキャリアデザインとなり，組織はそ

の取り組みを支援するものであることが望まし

いとしている．また，継続教育は看護職者個人

が自己実現に向けて主体的にキャリア開発を図

る上で，必要不可欠の過程であるとしている．

３．継続教育プログラム

継続教育プログラムとは継続教育に関する１

年間などの一定期間の予定・計画・内容を示し

たものをいう．

４．継続教育システム

継続教育システムとは継続教育において学習

者と教育を提供し学習を支援する提供者がそれ

精神科看護継続教育に関する研究の動向
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ぞれの機能を発揮している組織・仕組み・体制

をいう．

������

１．研究対象

１９９８年～２００７年９月までに医学中央雑誌ＷＥ

Ｂ版に掲載された「精神科看護師継続教育」に

関する看護学研究である．

２．対象文献の検索および選定

用語の操作的定義に基づき，検索語には「精

神科看護師継続教育」に関連する用語である「精

神科看護師」と「継続教育」「現任教育」「キャ

リア開発」を設定した．検索できた文献は「原

著」３９件「会議録」８件「解説」６４件「一般」

２件の合計１１３件であった．その中から研究に

見られる継続教育の動向を分析するため，研究

的手法を用いていない「解説」と「一般」の６６

件を除き，「原著」および「会議録」の４７件を分

析対象とした．

３．分析方法

１）文献のデータ化

先行研究８）を参考に作成した分析フォームを

用いて，対象文献をデータ化した．文献を精読

する過程で看護継続教育の特徴を分析しやすい

よう，分析フォームを修正しながら，コード化

した．なお，会議録については表現されている

範囲で把握できる内容を分析対象とした．

２）分析フォームの内容

分析フォームは，文献番号，出版年，著者職

種（１．実践看護師　２．看護教員 ３．その他），

研究の種類（１．量　２．質　３．量質併用），使

用している用語の種類（１．継続教育  ２．現任教

育  ３．生涯教育 ４．キャリア開発  ５．院内研修 

 ６．病棟研修  ７．新人教育  ８．教育プログラ

ム  ９．その他），用語の定義（１．有り　２．な

し），研究対象（１．一病院の看護師  ２．一病棟

の看護師  ３．認定看護師および専門看護師  ４．

県内の看護師  ５．全国の看護師  ６．その他），

研究の内容，包含している問題，方法の提案な

どの項目により構成した．

研究内容，取上げられている問題，方法の提

案は，各文献を精読し，内容・問題・方法を表

す一文として要約し研究内容コード・問題コー

ド・方法の提案コードとした．

３）データ分析

出版年，著者職種，用語の種類，用語の定義

の有無，研究対象に関する記述統計値を算出し

た．さらに，研究内容，取上げられている問題，

方法の提案は，表明されたコミュニケーション

内容を客観的，体系的，数量的に記述するため

の調査技法である９）Ｂｅｒｅｌｓｏｎ ，Ｂの内容分析

の手法１０）を参考に，それぞれのコードを意味内

容の類似性に基づき分類・命名し，カテゴリー

化した．

４）分析の信頼性・妥当性

カテゴリーへの分類，命名について共同研究

者間で一致するまで繰り返し検討し，分析の信

頼性・妥当性を確保した．

����

��研究論文の出版年および著者の職業

研究の年次による研究数の特徴を把握するた

めに，研究論文の出版年を分析した．対象とし

た４７件の文献の出版年は，１９９８年～２００７年の１０

年間で，４７件中４４件が２００３年～２００７年の最近５

年間に研究されている（表１）．医学中央雑誌で

精神看護の領域に限定せずに，「看護師」と「現

任教育」「継続教育」を検索語として１９９８年～

２００７年１０年間の研究を検索した結果は１９５件で，

文献数（%）文献数出版年

３ （６．４）

１ １９９８年

０１９９９年

１２０００年

０２００１年

１２００２年

４４（９３．６）

４２００３年

８２００４年

１５２００５年

１６２００６年

１２００７年

４７ （１００）４７合計

表１　精神科看護継続教育の文献数年次推移
（ｎ=４７）

精神科看護継続教育に関する研究の動向
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そのうち２００３年～２００７年の最近５年間に出版さ

れたものが１８８件（９１．３%）であった．

また，４７件の論文における筆頭著者の職業は

実 践 看 護 師３３人（７０．２%），看 護 教 員１４人

（２９．８%）であった（表２）．

２．用語の種類と定義の有無

用いられている用語の種類では，「継続教育」

４件，「現任教育」２件，「生涯教育・生涯学習」

１件，「キャリア開発」３件，「院内研修・院内

教育」５件，「病棟研修・病棟勉強会」６件，

「新人教育」５件，その他２１件であった．その他

２１は継続教育といえるさまざまな用語であった

（表３）．なお，「精神科」に限らず「新人看護師

教育」と「中堅看護師」に関する研究の数の傾

向をみるために，医学中央雑誌で２００３年～２００７

年について検索したところ「原著・会議録・看

護」で検索語を「新人看護師」と「現任教育」

「継続教育」としたものが５３３件，「中堅看護師」

と「現任教育」「継続教育」としたものが８０件で

あった．

今後の参考にするため，各用語がどのように

定義されているかを調べたが定義されている場

合は少なかった．論文中定義されていたものは

「継続教育」について１件，「生涯学習」につい

て１件，「キャリア開発」について１件の３件の

みで，そのほかは用語の定義はなかった．

３．研究対象

それぞれの研究の母集団を把握し研究の特徴

を知るために研究対象を調べた．対象文献の研

究対象は，全国の看護師を対象としたもの１件

（２．１％），県内および一定地域の看護師を対象

としたもの８件（１７．０％），一病院の看護師を対

象としたもの１５件（３１．９％），一病棟の看護師を

対象としたもの１０件（２１．３％），認定看護師や専

門看護師を対象としたもの２件（４．３％），患者

を対象とした事例研究８件（１７．０％），その他

（文献等）３件（６．４％）であった（表４）．

４．研究内容

研究内容から看護継続教育研究の特徴を把握

するために対象文献４７件を分析した結果，看護

継続教育の内容を示す７つのカテゴリーがあっ

た（表５）．それは，１【キャリア開発・専門性

追求のための研修の効果の検討】（１４件，

２９．８％），２【病棟の一研修会の評価・意義の明

確化】（１２件，２５．５％），３【院内教育プログラム

の中の一研修の評価】（５件，１０．６％），４【施設

以外の実施した専門的知識・技術研修効果の検

討】（５件，１０．６％），５【院内教育プログラム自

体の評価】（５件，１０．６％），６【現任教育への関

文献数（％）

３３（７０．２）実践看護師

１４（２９．８）教員

４７  （１００）合計

表２　研究者の職業
（ｎ=４７）

文献数

４継続教育

２現任教育

１生涯教育・生涯学習

３キャリア開発

５院内研修・院内教育

６病棟研修・病棟勉強会

５新人教育

２１その他

４７合計

表３　文献に用いられている用語の種類
（ｎ=４７）

精神科看護継続教育に関する研究の動向

文献数（％）

１（ ２．１）全国の看護師 

８（１７．０）県内の看護師

１５（３１．９）一病院の看護師

１０（２１．３）一病棟の看護師

２（ ４．３）認定看護師・ＣＮＳ

８（１７．０）事例

３（ ６．４）その他

４７（ １００）

表４ 　対象文献の研究対象
（ｎ=４７）



－６－

カテゴリー 　　文献数（％）研究内容文献��

キャリア開発のための研修効
果の検討
１４件（２９．８％）

精神科認定看護師のキャリアアップや生涯教育の意識の高さの検討２
Ａ県内精神科看護師の就業意識からキャリア開発の支援方法の検討３
精神科専門分野研修での看護介入の振り返りによる学び１２
精神科専門分野研修での看護者の学習のニード充足への気づき１３
精神科専門分野研修での幻覚・妄想患者の対応の参加観察による学び１４
精神科専門分野研修での患者を再隔離に至らせてしまった原因の検討１５
精神科専門分野研修での患者の自己の課題に対する気づきへの
援助開始の時期の検討１６

精神科専門分野研修での急性期患者の感じていることの検討１７
精神科専門分野研修での看護場面の再構成を用いての考察１８
精神科専門分野研修での感情表出を促す看護師の自己一致の検討１９
精神科専門分野研修での患者ー看護師関係における看護師の役割の検討２０
デンマークと日本の精神医療に期待されている地域生活の維
持・社会参加の促進�海外研修の学び）２４

精神看護ＣＮＳの直接介入の機能とその提供の仕方，評価の検討２６
看護師の職務キャリア満足度尺度の妥当性の検討３０

病棟の一研修会の評価・意義
の明確化
１２件（ ２５．５％）

精神科若手看護師の病棟研修で語り合うことの意義４
抑制に関する病棟内勉強会の看護師の抑制しない意識を高める効果９
病棟勉強会が職員の技術レベルおよび意識の向上に効果的１１
新人看護師の患者への陰性感情を教育的に活用することの意味２２
病棟内勉強会による患者満足の変化という効果２３
口腔ケアの病棟内勉強会による職員の意識は向上と業務改善の評価２８
患者主体の援助についての勉強会による看護師の行動の変化の検討３１
病棟内学習会の新人・転入看護師の陰性感情の軽減への効果の検討３３
現任教育として自殺のアセスメントツール作成による看護師サポートの効果３４
病棟内勉強会でのグループセッションによるコミュニケーションスキルの向上３５
病棟研修としての「語り合う会」の看護師の思いの構造と効果の分析４０
精神科新人教育におけるチェックリストと指導者マニュアルの評価４５

院内教育のプログラムの中の
一研修の評価
５件（１０．６％）

院内研修の事例報告の有用性と内容的な課題１０
新採用者教育へのエルダー導入によるプリセプターの負担軽減への効果３６
院内教育での事例検討会によるネガティブ印象を変化させる効果３７
精神科新人プリセプターの達成感を引きだす要因の検討３８
学生実習が看護師に与える影響の検討４４

施設以外の実施した専門的知
識・技術研修の効果の検討
５件（１０．６％）

精神科病院看護師の退院支援への認識と意欲的取り組みの検討６
精神看護専門看護師の看護チームへの教育的アプローチの効果８
精神科看護師の看護研究に対する意識構造と影響要因の検討２５
行動制限に関する院外研修受講後のアセスメント能力と行動変化への影響４２
包括的暴力防止プログラム研修会の教育効果の検討４３

院内教育プログラム自体の評
価・作成
５件（１０．６％）

段階ごとに進む院内教育プログラムの効果の検討２１
院内教育プログラムの評価結果による中堅の教育の充実の必要性２９
院内継続教育の評価における公開講座教育への参加者の教育効果３９
精神科看護師の専門性を深めるための現任教育プログラムの作成４６
中堅看護師の後輩育成への役割意識の検討４７

現任教育への関心・満足度・
ニーズの検討
４件（８．５％）

公立総合病院精神科病棟看護師の現任教育への関心と満足度の検討１
県内看護師の生涯学習のニーズとその支援の状況７
２年課程の学生の精神看護に対する受け止め方の検討２７
新人看護師の精神科新人看護職員研修に対する意識・満足度・ニーズの検討３２

県内精神病院の継続教育の特
徴の検討　　　２件（４．３％）

県内精神病院における継続教育への取り組みの特徴としての新人教育の重視５
精神科看護における院内教育の内容と方法の検討４１

表５　精神科看護継続教育に関する研究内容

精神科看護継続教育に関する研究の動向
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心・満足度・ニーズの検討】（４件，８．５％），７

【県内精神病院の継続教育の特徴の検討】（２件，

４．３％）である．

５．取上げられている問題

各論文に取上げられている問題を抽出・要約

し，類似する内容ごとに整理すると５つのカテ

ゴリーに分類された（表６）．１つめは「専門領

域へのこだわりの低さ」「専門性の高い精神科看

護実践能力が求められる」「暴力介入研修の不

足」などの【専門性の高い教育プログラムの不

足】９件，２つ目は「中堅看護師の研修が充実し

ていない」「プリセプター研修の不足」「中堅看

護師の研修・サポートの不足」「中堅看護師がそ

の前後との能力の差を示せていな」などの【中

堅看護師の研修の不足】７件，３つ目は，「満足

のできる現任教育の必要性」「学習者のニーズに

合わない教育プログラム」「卒後年数レベルアッ

プ研修の個人のレベルとの不一致」などの【ニー

ズに合わない教育プログラム】４件，４つ目「学

習上の障害は時間」「患者と業務を覚えること

に重点が置かれている」の【研修参加の障害】

２件，５つ目は「１回のみの研修が多い」の【継

続性のない教育プログラム】１件であった．

６．方法の提案

各文献中，方法の提案をしているものについ

てその内容を抽出・要約し類似する内容ごとに

整理すると，９つのカテゴリーに分類された

（表７）．１つめは「枠組みをはずし参加できる

機会をつくる」「個人差を重視した教育プログラ

ムを作る」「到達目標を明確にした個別の研修プ

ランにする」「個人のニーズと集合教育が調和し

た規格」などの【個人のニーズを尊重した研修

の企画】８件，２つ目は「模擬体験を取り入れた

研修の企画」「知識と実践が統合できる教育内

容」「患者の安全に焦点を絞った精神科看護技術

チェック」などの【現場で活かせる研修内容・

方法】５件，３つ目は「参加しやすい研修」「参

加に負担のない時間」「学ぶことを支援する方法

カテゴリー  　　　 文献数研究で取上げられている問題文献��

専門性の高い教育プログラムの不足
９件

専門教育の重要性１
専門領域へのこだわりの低さ３
専門技術・人間関係等の実施率が低い５
専門性の高い精神科看護実践能力が求められる３２
認定看護師の役割発揮不足２
退院促進関係の研修への参加の少なさ６
看護師の感情に対するサポートの必要性３４
暴力介入研修の不足４３
倫理的意識不十分１０

中堅看護師の研修の不足
７件

中堅看護師の研修が充実していない２９
エルダー・プリセプターの役割の不明確さ３６
プリセプター研修の不足３８
中堅看護師の研修・サポートの不足４７
精神看護の自己評価の低さ１
精神科看護技術の評価で未熟さを感じやすい３８
中堅看護師の能力の差が明確に差し示せていない３０

ニーズに合わない教育プログラム
４件

満足のできる現任教育の必要性１
学習者のニーズに合わない教育プログラム７
卒後年数レベルアップ研修の個人のレベルとの不一致２１
継続教育に対する評価の低さ３９

研修参加の障害
２件

学習上の障害は時間７
患者と業務を覚えることに重点を置いている４５

継続性のない教育プログラム
１件

１回のみの研修が多い４１

表６　精神科看護継続教育に関する研究で取上げられている問題

精神科看護継続教育に関する研究の動向



－８－

の検討」などの【学ぶことを支援する体制】３

件，４つ目は，「スペシャリスト養成のための教

育プログラム」「卒後１年目からの専門教育の実

施」の【専門性を高める教育プログラムの企画】

２件，５つ目は「継続的な学習の企画」「確認復

習型の継続的な研修の企画」の【継続的な研修

の企画】２件，６つ目は「プリセプターの教育の

充実」「中堅看護師の指導のための支援体制」の

【中堅看護師の教育体制の充実】２件，その他

【新人教育の体系化】，【地域教育ネットワーク

の充実】，【看護基礎教育と継続教育とのつなが

りの明確化】の各１件である．

����

��文献件数および研究対象・用いられている用

語からみた精神科看護継続教育の動向と特徴

研究の出版年をみると精神科看護継続教育に

関する研究は，２００３年～２００７年の最近５年間の

ものが多かった．新人の看護実践能力の低下や，

新人の離職率が高いことが指摘され始め，看護

の質を確保・向上させ，国民に安全な医療を提

供するために，新人看護職員の卒後教育を充実

させる必要性が高いとして厚生労働省は２００４年

に新人看護職員研修の標準的な到達目標と指導

指針を示した１１）．精神医療の現場においても，

新人看護職員の研修のあり方を検討することが

急務であるとして，日本精神科看護技術協会は

２００４年に「新人看護職員の臨床実践能力と研修

に関する調査」を実施した．その結果を基に

２００７年「精神科における新卒新人看護職員に対

する看護技術チェックリストおよび院内教育研

修プログラム」１）を作成した．それらの動きが

継続教育への関心の高まりになり，看護全体に

おいても精神科看護においても，２００３年以降の

カテゴリー　　　　文献数研究で提案されている方法文献��

個人のニーズを尊重した研修の企画
８件

枠組みをはずし参加できる機会をつくる１
自由に参加できる研修３
個人差を重視した教育プログラム５
受講者のニーズ調査をした上での企画７
主体的に参加できる研修の企画２１
個人のニーズと集合教育が調和した企画２９
到達目標を明確にした個別の研修プログラム３２
参加者参加型の研修４１

現場で活かせる研修内容
５件

焦点を絞った事例報告１０
模擬体験を取り入れた研修の企画１１
知識と実践が統合できる教育内容２７
個人の感情を表現できる場としての現任教育３４
精神科看護技術チェック項目を患者の安全に焦点を絞る４５

学ぶことを支援する体制
３件

参加しやすい研修内容にする６
参加に負担のない時間帯に実施する６
学ぶことを支援する方法の検討７
希望する研修に参加できる体制づくり３９

専門性を高める教育プログラムの企画
２件

スペシャリスト養成のための教育プログラム（施設内）３
新卒１年目からの専門教育の実施１

継続的な研修の企画
２件

継続的な学習の企画９
確認復習型の年間を通した継続的な研修の企画４１

中堅看護師の教育体制の充実
２件

プリセプターの教育の充実３８
中堅看護師の自信をもった指導のための支援体制４７

地域ネットワークの充実　１件地域教育ネットワークの充実５
新人教育を体系化　　  １件新人教育を体系化する４３
基礎教育と継続教育とのつな
がりの明確化　　　　  １件

看護基礎教育と継続教育とのつながりの明確化３０

表７　精神科看護継続教育に関する研究で提案されている方法

精神科看護継続教育に関する研究の動向
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継続教育に関する研究数が増加し，その内容は

新人看護職員研修に重点が置かれたものである

ことつながったと考えられる．

対象文献の研究対象は，一つの病院の看護師

を対象とした場合や一つの病棟の看護師を対象

としたものが多い．さらに，用いられている用

語の種類からも病棟研修や院内研修が多い．看

護職者は専門職者としての自己の生涯学習を，

院内教育プログラムにだけ頼っている傾向があ

る１２）といわれているが，精神看護においても看

護師の関心は院内教育・病棟研修にあるといえ

る．しかし，精神病院では他の病院に比べ，施

設内での研修開催計画がある割合が低いことが

明らかにされている１３）．そこで，精神科のそれ

ぞれの病院に合わせた院内教育プログラムを充

実させていく必要がある．そのためには，院内

教育を充実させるための研究が必要となる．具

体的には，施設にあった継続教育システムにす

るために，精神科では特に多様である看護師

個々のニーズを把握する方法，院内教育と継続

教育実施機関で実施する研修との連携のとり方，

他施設との連携や地域ネットワークの作り方な

どの研究が求められる．

２．「研究内容」からみた精神科看護継続教育の

特徴

研究内容の分析の結果一番多かったのは，

【キャリア開発のための研修効果の検討】１４件

（２９．８％）であった．舟島らは１４），看護継続教育

研究には「看護職者が所属する施設の教育」，

「看護継続教育機関の教育」，「看護職者個々の

自己学習とその支援」の３領域が存在するとし

ている．本研究の分析した結果をその３領域に

そって検討すると，看護職者のキャリア開発と

は，個々の看護職者が社会のニーズや各個々人

の能力及び生活（ライフサイクル）に応じてキャ

リアをデザインし，自己の責任でその目標達成

に必要な能力の向上に取り組むことである７）か

ら，本研究の分析結果の【キャリア開発のため

の研修効果の検討】のカテゴリーは，舟島らの

述べている「看護職者個々の自己学習とその支

援」の領域に入るといえる．しかし，その内容

は精神科認定看護師の研修や精神科専門分野研

修，精神科専門看護師の研修に関するものであ

り，看護職者個々の自己学習の成果についての

研究であり，看護職者個々の自己学習の支援に

関する研究はなかった．看護職者の自己学習を

支援するためには，自己評価活動の支援が有効

である１４）．そして，精神科看護師個々の自己学

習を支援するための目標設定，学習できる環境

整備，教育内容の充実，評価など，継続教育と

してのシステム化が必要であり，そのための研

究が必要である．

次に多かったのは【病棟の一研修会の評価・

意義の明確化】１２件（２５．５％）である．「論文に

用いられている用語」でも，「病棟研修・病棟勉

強会」が多かったように，精神科看護継続教育

では，病棟の研修会および勉強会に関する研究

が多い．【院内教育のプログラムの中の一研修

の評価】は５件（１０．６％）であったことから，

院内教育に関すること以上に病棟で行われてい

る研修に重点が置かれているといえる．それぞ

れの病棟で行われる研修や勉強会と院内教育プ

ログラムとの関係を継続教育システムとして明

確に体系化する必要があるといえる．さらに，

【院内教育プログラム自体の評価・作成】のカテ

ゴリーは５件（１０．６％）と少なく，主に各施設

で実施している院内教育の効果を示したもので

あった．そのうち，現行のプログラムがキャリ

ア初期の教育に重点化され，その効果はあるが

中堅層・ベテラン層のプログラムの充実が課題

であることを明らかにしたもの１５）や，段階ごと

に進む院内教育プログラムについて全看護職員

を対象とした調査から客観的に評価したもの１６）

があった．しかし，精神科看護継続教育のシス

テム化に向けた研究の取り組みはなされていな

かった．

３．「取上げられている問題」と「方法の提案」か

らみた精神科看護継続教育の現状と課題

「取上げられている問題」と「方法の提案」

の分析から，精神科看護継続教育の問題と今後

の課題が明らかになった．

「取上げられている問題」で一番多かったの

精神科看護継続教育に関する研究の動向
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は【専門性の高い教育プログラムの不足】であ

り，それに対応する「方法の提案」として【専

門性を高める教育プログラムの企画】【地域教育

ネットワークの充実】があった．精神科におけ

る日々のケアは，疾患そのものに対する援助だ

けでなく，患者との全人的な関わりが必要とさ

れる．しかし，精神科看護師は自分自身の看護

熟達レベルにおいては年齢や看護経験年数が有

意に反映されているにもかかわらず，自分自身

が一般病院と同様に高いレベルにあることを自

信をもって評価できるものは少ない１７）．また，

海外文献ではプリセプターシップの評価や精神

科看護専門技術のトレーニングに関する研究１８）

が多い．精神科看護継続教育において専門性の

追求に向けた教育プログラムが必要であること

が示唆される．

「取上げられている問題」で２番目に多かっ

たのは，【中堅看護師の研修の不足】であった．

それに対応する「方法の提案」として【中堅看

護師の教育体制の充実】があった．精神病院の

継続教育プログラムは新人教育に力をいれてい

る点が特徴的といえる１３）とした研究もあり，ま

た，中堅看護師の後輩育成に関する要望では，

先輩看護師の技術向上や人材の整備が求められ

ている１９）．新人も中堅も相互に成長できるよう

な教育システムの構築の必要性を見出している

研究１５）もある．精神科看護継続教育では中堅看

護師の教育の充実が求められるといえる．中堅

看護師の研修においては，それまでの経験を生

かし，さらに専門性を向上させる研修が必要で

ある．そして，中堅看護師の教育は成人教育で

あるから，学習者の自律性・主体性のニード，

実践能力や人生・仕事・経験に関連する意識，

学習者の好みを尊重したものである必要がある．

そこで中堅看護師の研修においては本人が得意

と思うことを伸ばし，各々が自信の持てる知

識・技術をもつことが看護実践や指導に活かさ

れ，全体の看護のレベルアップになり，さらに

は新人への指導力となり新人の技術力の向上に

繋がると考える．

「取上げられている問題」で３番目に多かっ

たのは，【ニーズに合わない教育プログラム】で

あった．それに対応する「方法の提案」として

【個人のニーズを尊重した研修の企画】【現場で

活かせる研修内容・方法】があった．精神科継

続教育では，看護師の個別性を重視した教育シ

ステムが必要である．精神看護に携わる看護師

の人材育成には，研修参加の対象者は経年など

の枠組みを用いず，参加できる機会をつくるこ

とが必要である４）．精神科の看護師の現状を

考えると集合教育や卒後年数などの枠にはまっ

た教育システムでは看護師の個別性に対応した

研修は困難であるといえる．また，精神病院で

は常勤看護職員の構成の特徴として，准看護師

の割合が多く，職務年数の長い看護職員が多い

特徴を示している１３）．そして，「方法の提案」の

分析で「個人のニーズを尊重した研修の企画」

が多く提案されていたように院内教育プログラ

ムの中で個人のニーズを尊重した研修ができる

よう支援するシステムをつくることが必要であ

る．院内教育は各施設において，施設のミッ

ションやビジョンに則り作成されているが，時

として作成者側の自己満足に終わっている場合

がある２０）．看護師個々の状況に合わせた研修シ

ステムにより個人の学習意欲を高めることが，

専門職者としてのレベルアップに繋がるといえ

る．特に，中堅看護師の研修では主体性が必要

となり，受講の目的の明確化や動機付けが重要

になる１６）．そこで，看護師個人の能力に対応し，

主体的に参加できるような研修が必要になる．

大崎ら２１）は卒後７年目以降自己教育力が高い人

は，自己の到達目標に向かい自らが必要な学習

を行い，臨床能力が高くなるという．看護師

個々の自己教育力を向上させるために，組織の

評価，承認，環境要因の調整による支援が求め

られる２２）．

その他の「取上げられている問題」として，

【研修参加の障害】があった．それに対する，

「方法の提案」といえるものとして【学ぶことを

支援する体制】があった．学べる機会の提供と

学ぶことを支援するシステムが必要である．研

修参加の障害として時間の不足，家庭との両立，

能力や資質の不足がある２３）．そして，精神科看

護者の特徴として，精神科看護師はこれまでの

精神科看護継続教育に関する研究の動向
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人生経験や転職経験を肯定的に捉え，現在の精

神科看護に役立っていると考えている１３）．また，

院内研修プログラムにおいて公開講座への参加

や参加できるための上司からの支援が教育効果

を高めている２４）．そのことからも個人を重視し

各自が学べる時間に学べることや目標をもって

学べることを支援するシステムの構築が必要と

いえる．

【継続性のない教育プログラム】は１件で

あったが，それに対する「方法の提案」といえ

るものとして【継続的な研修の企画】【新人教育

の体系化】【看護基礎教育と継続教育とのつなが

り】があり，教育システム構築に重要な点であ

る．

以上のことから，今後の課題として専門性追

求に向けた教育プログラムの必要性，中堅看護

師の継続教育プログラムの必要性，個別性を重

視した教育システムの必要性，学べる機会の提

供と学ぶことを支援するシステムの必要性とい

う４つが明らかになった．

　　

����

１．精神科看護継続教育に関する過去１０年間の

研究では，院内教育の一プログラムや病棟での

研修会の評価に関するものが多く，継続教育シ

ステム開発に関する研究はなかった．今後，精

神科看護継続教育システムの構築に向けた研究

が求められる．

２．精神科看護継続教育の問題として看護師

個々のニーズに合っていない点を明らかにした

研究が多い．その対策として看護師個々の学習

ニードおよび学習継続の要因に関する研究をし，

新人や中堅，中途採用者など看護師の個別性に

対応する教育システムを構築していく必要があ

る．

３．精神科看護継続教育では，専門性追求のプ

ログラムが求められていることを明らかにした

研究が多い．今後，各々の施設内の教育プログ

ラムと看護継続教育機関で実施される研修との

連携に関する研究を進め，精神科看護師のキャ

リア開発の支援をする必要がある．

研究の限界

　今回は，医学中央雑誌ＷＥＢ版を対象に検討

しており，今後，他の文献についても検討を加

え，現状に対応した精神科看護継続教育が実現

できるように検討していきたいと考えている．
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